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令 和 ６ 年 １ 月

東 京 都 小 平 市

小川駅前周辺地区都市再生整備計画（第二回変更）



小川駅前周辺地区　都市再生整備計画
令和4年度　～　令和8年度　（5年間） 東京都小平市

・地域交流施設を駅直近に機能集積し利便性を高めることで、近年の利用者数の増減傾向を上回る増加を目指す。
・地域交流施設を駅直近に機能集積し利便性を高めることで、市民交流を目的としたイベント（公民館まつり、子供映画会など）の実施回数を増加させる。
・地域交流施設を駅直近に機能集積することで、地域交流施設までの移動時間を短縮させる。
・機能の集積や都市基盤の充実と強化に伴い、駅周辺の公共公益施設の充実度等に対する市民の満足度の向上を目指す。

地域交流施設の利用者数を把握する。

地域交流施設及び広場でのイベント実施回数を把握する。

小川駅から地域交流施設までの移動距離を把握する。

「駅周辺の公共公益施設の充実度」に対する市民の満足度を把握する。

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 R4 R5 R6 R7 R8

1-A-1 都市再生 小平市 直接 2,394

合計 2,394
Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 R4 R5 R6 R7 R8

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 R4 R5 R6 R7 R8

合計

番号 備考

社会資本総合整備計画（都市再生整備計画）
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

大目標：小平市の主要なまちの玄関口として、再開発事業を契機にさらなる都市機能の充実・強化を図り、地域の交流の場を創出し、駅周辺で様々な活動ができるにぎわいのあるまちを形成する。
目標1：公共施設を集約して利便性を向上させるなど、都市機能の充実・強化を図り、拠点性の高いまちを形成する。
目標2：市内外の人が訪れたくなる魅力あるまちづくりを目指し、人のつながりや交流を育む場づくり、イベントなどの多様な活動ができるにぎわいの空間を創出する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
（R2末） （R8末）

0回/年 － 5回/年

14,623人/年 － 20,000人/年

240秒 － 120秒

29.8% － 40.0%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
2,394百万円 Ａ 2,394 Ｂ Ｃ

効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名 事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（事業箇所） （延長・面積等）

小平市
高次都市施設、地域生
活基盤施設等
（面積25.0ha）

小平市

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名

都市再生整備計画事業 小川駅前周辺
地区

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
事業実施期間（年度）



交付金の執行状況
（単位：百万円）

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0%

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 0

翌年度繰越額
（f）

0 0

支払済額
（e）

62.4 13.7

前年度からの繰越額
（d）

0 0

交付額
（c=a+b）

62.4 13.7

計画別流用
増△減額
（b）

0 0

配分額
（a）

62.4 13.7

R4 R5 R6 R7 R8


